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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ

い
で
、
お
元
気
に
希
望
に
満
ち
た
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

政
治
の
基
本
は
、
市
民
の
安
全
を
確
保

し
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
街
づ
く
り
を
ど
う
進
め
る
か
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。
我
が
国
の
人
口
動
態
の

流
れ
は
、
す
で
に
人
口
減
少
局
面
に
入
り
、

少
子
・
高
齢
化
の
基
調
は
今
後
も
続
く
こ

と
が
想
定
さ
れ
、
国
・
地
方
を
合
わ
せ
た

公
債
残
高
８
０
０
兆
円
と
い
う
厳
し
い
台

所
事
情
の
中
で
行
財
政
運
営
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
状
況
下
、
国
で
は
地
方
交
付
税
制

度
改
革
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
市
町
村
で

の
人
口
と
面
積
を
10
対
１
の
比
率
で
ま
と

め
て
算
定
す
る
新
型
交
付
税
が
平
成
19
年

度
か
ら
導
入
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

先
ご
ろ
、
平
成
18
年
度
算
定
数
値
に
当

て
は
め
た
県
の
試
算
値
が
示
さ
れ
ま
し
た

が
、
平
成
19
年
度
、
本
市
で
は
、
約
７
，

５
０
０
万
円
の
減
額
と
な
り
、
３
年
後
に

は
約
２
億
２
千
万
円
相
当
減
額
と
な
る
見

込
み
で
あ
り
ま
す
。
地
方
交
付
税
は
、
国

が
定
め
た
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
、
国
民
が
全
国
ど
こ
で
生
活
し
て
も
享

受
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
財
源
保
障

機
能
と
財
政
調
整
機
能
を
持
つ
、
地
方
自

治
体
の
共
有
財
源
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
全
国
市

議
会
議
長
会
を
含
む
地
方
６
団
体
と
連
携

を
密
に
し
な
が
ら
、
国
に
対
し
て
強
力
な

要
望
活
動
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
、
今
後
の
地
方
自
治
体
の
自
主
性
・

自
律
性
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
地
方
自
治

法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
本
年
４
月
か
ら

出
納
長
お
よ
び
収
入
役
を
廃
止
し
副
知

事
・
副
市
町
村
長
へ
の
一
元
化
、
監
査
委

員
の
数
に
つ
い
て
条
例
で
増
加
で
き
る
こ

と
な
ど
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議

会
制
度
で
は
、
昨
年
11
月
か
ら
議
長
は
議

会
運
営
委
員
会
の
議
決
を
経
て
、
長
に
対

し
て
臨
時
会
の
招
集
を
請
求
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
議
員
の
複
数
常
任
委
員
会

へ
の
所
属
制
限
の
廃
止
、
委
員
会
の
議
案

提
出
権
が
認
め
ら
れ
る
な
ど
、
制
度
の
充

実
が
図
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
議
会
の

権
能
が
増
し
て
く
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

当
議
会
で
は
、
三
つ
の
常
任
委
員
会

と
は
別
に
、
倉
吉
駅
周
辺
整
備
、
行
財

政
改
革
、
地
域
産
業
活
性
化
調
査
の
三

つ
の
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
平

成
22
年
の
完
成
を
目
指

し
て
進
む
倉
吉
駅
周
辺

整
備
事
業
の
実
現
。
財

政
力
指
数
０
・
４
４
、
財

政
構
造
の
弾
力
性
を
判

断
す
る
経
常
収
支
比
率

９
３
・
８
％
と
い
う
厳
し

い
状
況
の
中
で
、
市
民

要
望
を
的
確
に
捉
え
、

応
え
る
た
め
に
は
不
可

欠
な
行
財
政
改
革
の
推

進
。
グ
リ
ー
ン
ス
コ
ー

レ
せ
き
が
ね
の
経
営
健
全
化
、
企
業
誘
致

に
よ
る
雇
用
の
確
保
、
農
・
工
・
商
業
を

営
む
地
場
産
業
の
活
性
化
に
よ
る
元
気
な

街
づ
く
り
な
ど
、
市
政
の
重
要
課
題
に
対

し
時
期
を
逸
す
る
こ
と
な
く
集
中
的
に
協

議
・
検
討
を
行
い
、
持
続
可
能
で
自
立
し

た
倉
吉
市
創
造
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
方
で
は
、
市
民
の
負
託
に
応

え
る
た
め
議
会
改
革
準
備
会
を
設
置
し
、

昨
年
は
12
回
開
催
し
、
議
会
発
議
に
よ
る

条
例
の
一
部
改
正
、
会
派
質
問
の
充
実
、

質
疑
の
回
数
に
加
え
20
分
以
内
と
い
う
時

間
制
限
の
追
加
、
政
務
調
査
費
の
旅
費
基

準
の
明
確
化
、
一
年
を
通
じ
一
般
質
問
・

質
疑
を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に
よ
る
議

会
中
継
の
実
施
な
ど
、
継
続
し
て
議
会
改

革
に
取
り
組
み
、
市
民
に
わ
か
り
や
す
く
、

開
か
れ
た
議
会
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

今
後
に
つ
い
て
も
情
報
公
開
を
更
に
進

め
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
議
会
へ
の
関
心
、

認
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
努
力
を
惜
し
む

こ
と
な
く
継
続
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
一
年
が
、
全
て
の
市
民
の
皆
さ
ま

に
と
っ
て
健
康
で
幸
多
き
年
に
な
り
ま
す

こ
と
を
、
ま
た
、
本
市
に
と
っ
て
実
り
多

き
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
な
が
ら

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新春に寄せて
 

わ
か
り
や
す
く　

開
か
れ
た
議
会
を
推
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

倉
吉
市
議
会
議
長　

山
口 

博
敬
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【
倉
吉
博
物
館
会
場
】１

　

県
中
部
在
住
の
作
家
約

30
人
の
作
品
を
一
堂
に
展

示
。
会
期
中
、
竹
笛
づ
く

り
や
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
な
ど

の
体
験
教
室
も
開
催
。
玄

関
ホ
ー
ル
で
は
、
中
部
八

窯
元
の
茶
器
を
使
っ
た
お

抹
茶（
一
服
２
０
０
円
）
を

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

入
館
料

：

無
料

休
館
日

：

１
月
９
日
（
火
）

展
示
作
品

：﹇
織
物
﹈
福

井
貞
子
、
牧 

幸
子
、
吉
田

公
之
介
﹇
染
織
﹈
古
澤
順

子
、
加
納
依
左
子
、
鷲
見

早
余
子
﹇
陶
器
﹈
小
原
雅

也
、
中
森
伯
雅
、
山
本
浩

彩
、
山
根
藤
一
、
矢
田
彰

儀
、
河
本
賢
治
、
天
野
博

正
、
津
村
鳥
水
﹇
竹
製
品
﹈

池
口
栄
太
郎
、
山
際
英
康
、

山
際
康
彦 

﹇
木
製
品
﹈
福

田
豊
、
三
津
国
勉
、
岡
村

聖
史
﹇
仏
像
彫
刻
﹈
山
本

竜
門
、
仲
倉
裕
朋
、
小
谷

和
上
﹇
郷
土
玩
具
﹈
三
好

明
、
加
藤
廉
兵
衛
、
舩
木

一
子
﹇
和
紙
人
形
﹈
浜
本

恵
美
子
﹇
ス
ゲ
製
品
﹈
田

後
笠
保
存
会
﹇
蒲
製
品
﹈

沢
成
節
子
﹇
大
将
ひ
ょ
う

た
ん
﹈
岸
田
繁
行
﹇
鍛
冶

製
品
﹈
廣
吉
博
司 

﹇
玩
具
﹈

松
嶋
政
男（
敬
称
略
）

【
ま
ち
な
か
会
場
】

　

赤
瓦
各
館
で
の
工
芸
品

展
示
や
販
売
、
体
験
や
実

演
を
は
じ
め
、
空
き
店
舗

を
活
用
し
た
ア
ー
ト
作
品

展
、
各
店
舗
に
よ
る
懐
か

し
い
品
々
の
ウ
イ
ン
ド
ウ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
。
郷
土

の
手
工
芸
品
が
当
た
る

「
夢
あ
ー
と
・
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
」
も
開
催
し
、
倉

吉
博
物
館
と
あ
わ
せ
て
、

ま
ち
歩
き
を
の
ん
び
り
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

２
旧
斉
木
家
住
宅

：

工
房

Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
一
派

作
品
展
示
・
藍
染
体
験　

３
く
ら
用
心

：

山
陰 

Ｋ

Ａ
Ｍ
Ｉ
あ
か
り
展
、
手
づ

く
り
甲
冑
展
示
、
竹
細
工

体
験
、
ぎ
ゃ
ら
り
ぃ
和
・

草
木
染
体
験　

４
赤
瓦
一

号
館

：

地
元
若
手
作
家
作

品
展
、
骨
董
に
見
る
匠
の

技
展
示
販
売　

５
同
二
号

館

：

は
こ
た
人
形
顔
書
き

体
験
、
桐
下
駄
製
作
実
演

６
同
三
号
館

：

竹
製
品

展
示
・
販
売　

７
同
五
号

館

：

地
元
作
家
作
品
な
ど

の
販
売　

８
同 

十
一
号

館

：

陶
芸
体
験
・
実
演

９
凧
工
房

：

凧
つ
く
り
体

験　

唖
赤
瓦
八
号
館

：

日

本
酒
と
器
の
展
示
販
売

娃
倉
吉
ふ
る
さ
と
工
芸

館

：

絣
織
実
演　

阿
豊
田

家
住
宅

：

歴
史
講
談
、
河

本
緑
石
パ
ネ
ル
展　

哀
旧

マ
ス
ダ
人
形
店

：

中
部
地

区
県
職
員
作
品
展

※
問
合
せ
先

：

鳥
取
県
中
部

総
合
事
務
所
県
民
局
（
あ
２
３

－

３
１
８
６
）

　県中部地区の工芸作

家、アーティスト、郷

土の匠たちの作品を一

堂に集め、職人の心や

手工芸品のぬくもりを

通して、うるおいある

暮らしを提案。

　倉吉博物館と打吹地

区がワクワクする〈夢

あーと〉。作品のぬくも

りと今に伝わる伝統の

心を存分に体験できる

“初春の贈り物”です。

と　

き

：

平
成
19
年
１
月
６
日（
土
）〜
14
日（
日
）

と
こ
ろ

：

倉
吉
博
物
館
と
白
壁
土
蔵
群
・
赤
瓦
、
ア
ー
ケ
ー
ド
街
周
辺
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夢
あ
ー
と
の
期
間
中
、
ア
ー
ケ
ー

ド
街
周
辺
の
26
軒
で
、
と
っ
て
お
き

の
お
宝
や
家
に
伝
わ
る
伝
統
の
品
々

を
特
別
公
開
。
昭
和
の
時
代
を
中
心

に
倉
吉
レ
ト
ロ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

く「
ま
ち
か
ど
博
物
館
」が
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

　

各
店
主
の
み
な
さ
ん
が
笑
顔
で
お

出
迎
え
。
福
の
神
巡
り
と
あ
わ
せ
て

昔
な
つ
か
し
い
時
間
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

９
凧
工
房

：

明
治
・
大
正
時
代
の
漆

塗
り
金
字
特
約
呉
服
店
看
板

哀
旧
マ
ス
ダ
人
形
店
看
板

：

昔
な
つ

か
し
看
板
絵　

藤
娘
、
金
太
郎
、
武

者
絵

愛
元
帥
酒
造

：

戦
時
中〝
英
米
語
ま

か
り
な
ら
ぬ
〞
で
改
名
し
た
清
酒「
本

塁
打
」
一
斗
壺
、
昭
和
13
年
の
全
国

名
誉
賞（
全
国
酒
類
品
評
会
）朱
盃
ほ

か挨
矢
吹
漆
器
店

：

明
治
43
年
開
店
当

時
の
記
念
チ
ラ
シ
、
福
の
神
グ
ッ
ズ

あ
れ
こ
れ 

姶
庭
の
窓

：

昭
和
レ
ト
ロ
展（
谷
口

ジ
ロ
ー
さ
ん「
遥
か
な
町
へ
」パ
ネ
ル

ほ
か
）

逢
桑
田
醤
油
醸
造
場

：

必
見
・
東
郷

元
帥
の
思
い
出
の
品

葵
旧
三
好
金
物
店（
ウ
イ
ン
ド
見

学
）

：

昔
な
つ
か
し
昭
和
の
ア
イ
ロ

ン
や
の
こ
ぎ
り
ほ
か

茜
高
田
酒
造

：

事
務
器
メ
ー
カ
ー
・

イ
ト
ー
キ
も
驚
い
た
伊
藤
喜
商
店
製

造
木
製
レ
ジ
ス
タ
ー
／
大
正
11
年
製

造
の
超
レ
ト
ロ
な
電
気
扇（
扇
風
機
）

／
清
酒
・
醤
油（
し
ょ
う
ゆ
）・
味
醂

（
み
り
ん
）の
商
標
登
録
看
板　

穐
旧
吉
田
商
店
看
板（
外
観
見
学
）

：

懐
か
し
い
！
森
永
キ
ャ
ラ
メ
ル
・
明

治
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
看
板　

悪
オ
サ
キ
時
計
店

：

昭
和
20
年
代
購

入 

今
な
お
現
役
の
視
力
測
定
装
置

（
椅
子
は
必
見
）

握
柴
田
靴
履
物
店

：

明
治
時
代
製
造

の
か
ら
く
り
木
製
金
庫
／
男
は
つ
ら

い
よ
第
一
作
マ
ド
ン
ナ
光
本
幸
子
さ

ん
の
草
履
立
体
ポ
ス
タ
ー　

渥
紳
士
服 

丸
松

：

鳥
取
県
抽
象
絵

画
草
分
け
の
福
留
章
太
作
品
ほ
か

旭
山
田
呉
服
店

：

昭
和
を
象
徴
す
る

着
物
ほ
か
、
昭
和
28
年
市
政
誕
生
屋

台
巡
行
で
使
っ
た
法
被　

葦
桝
井
陶
器
店

：

今
は
な
き
昭
和
30

年
代
の
伊
万
里
焼
火
鉢
ほ
か（
販
売

あ
り
）
／
倉
吉
一
の
品
数
を
誇
る
招

き
猫
あ
れ
こ
れ（
販
売
あ
り
）

芦
淀
瀬
酒
店

：

昭
和
の
乙
女
？
の

七
五
三
着
物
と
か
っ
ぽ
ん
下
駄
ほ
か

／
50
年
前
ま
で
使
っ
た
味
噌
・
漬
け

物
製
造
用
参
拾
六
貫
天
秤
／
明
治
23

年
内
国
勤
業
博
覧
会
出
展
の
倉
吉
絣

鯵
岩
瀬
帽
子
店

：

今
は
な
き
球
団
の

野
球
帽
あ
れ
こ
れ
／
帽
子
の
伸
張
器

／
昭
和
時
代
の
級
長
ほ
か
ピ
ン
バ
ッ

チ
／
昭
和
10
年
ご
ろ
の
打
吹
公
園
音

楽
堂
の
油
絵

梓
門
原
カ
バ
ン
店

：

昭
和
30
年
代
レ

ト
ロ
モ
ダ
ン
な
帆
布
製
学
生
カ
バ
ン

（
販
売
あ
り
）

圧
よ
ろ
づ
や

：

ぼ
く
も
私
も
持
っ
て

い
た
懐
か
し
の
水
筒
ほ
か
店
内
い
っ

ぱ
い
の
昭
和
の
品
　々

斡
パ
ー
ル
カ
メ
ラ
店

：

昭
和
25
年
小

西
六
写
真
工
業
の
パ
ー
ル
Ⅱ
型
カ
メ

ラ扱
津
田
茶
舗

：

ナ
シ
ョ
ナ
ル
担
当
者

も
驚
い
た
昭
和
17
年
購
入
金
銭
登
録

機（
レ
ジ
ス
タ
ー
）、
昭
和
初
期
の
真

空
管
ラ
ジ
オ
・
柱
時
計
・
蓄
音
機　

宛
淡
路
堂

：

和
菓
子
づ
く
り
の
蒸
籠

（
せ
い
ろ
）、
名
物「
こ
ん
ぶ
も
ち
」の

復
活（
限
定
販
売
あ
り
）　

姐
豊
田
ガ
ラ
ス
建
材

：

懐
か
し
の
ガ

ラ
ス
工
具
、
旭
硝
子
ホ
ー
ロ
ー
看
板
、

金
庫
ほ
か

虻
小
松
履
物
店

：

な
ん
と
130
㎝
の
下

駄
製
造
用
大
鉋（
か
ん
な
）ほ
か　

飴
安
藤
ミ
シ
ン
商
会

：

明
治
・
大
正
・

昭
和
の
レ
ト
ロ
な
ミ
シ
ン
／
達
磨
コ

レ
ク
シ
ョ
ン　

絢
お
も
ち
ゃ
の
た
い
ら

：

み
ん
な

が
欲
し
か
っ
た
！
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
と

ス
ー
パ
ー
ゼ
ウ
ス
の
大
型
人
形

綾
旧
進
藤
薬
局（
外
観
見
学
）

：

百
年

前
と
変
わ
ら
ぬ
玉
川
の
風
景
と
匠
の

腕
木
、
ホ
ー
ロ
ー
看
板
も
お
見
逃
し

な
く

※
問
合
せ
先

：

商
工
観
光
課
（
あ
２
２

－

８
１
５
８
／
い
２
２

－

８
１
３
６
）

暮らしの中の手工芸品展
くらよし発 夢あーと

ア
ー
ケ
ー
ド
街
に

昔
な
つ
か
し
倉
吉
が
大
復
活
!! 

夢あーとにあわせて

「まちかど博物館」オープン
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① 

学
生
へ
の
就
職
情
報
の
提
供
と
市
内

で
の
就
職
活
動
の
支
援

② 

市
内
雇
用
を
中
心
と
し
た
雇
用
の

維
持
と
確
保

③ 

子
育
て
支
援
の
充
実
と
公
共
空
間

（
公
園
・
広
場
）の
整
備
、
住
宅
取
得

の
支
援

　

重
点
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
た「
若
者
の
定

住
化
促
進
」は
、
安
定
的
な
就
業
場
所
の
確
保

や
企
業
誘
致
の
推
進
と
い
う
雇
用
創
出
の
観

点
だ
け
で
な
く
、
商
業
や
観
光
、
福
祉
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
に
わ
た
り
、
若
者
の
視

点
に
立
ち
、
倉
吉
市
を
担
う
若
者
に
と
っ
て

住
み
や
す
く
、
か
つ
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
で
、
市
内
に
住
み
続
け
て

も
ら
う
と
い
う
定
住
化
を
促
進
し
、
倉
吉
市

の
生
産
年
齢
人
口
の
維
持
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

　

こ
の
若
者
の
定
住
化
促
進
の
現
状
と
課
題

を
分
析
す
る
と
、
高
校
卒
業
後
の
19
歳
か
ら

23
歳
の
層
で
減
少（
転
出
）
し
、
24
歳
か
ら
28

歳
の
層
で
若
干
の
増
加（
転
入
）
が
見
ら
れ
、

29
歳
か
ら
33
歳
の
層
で
は
横
ば
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
中
で
も
、
19
歳
か
ら
23
歳
の

層
で
の
減
少
傾
向
と
24
歳
か
ら
28
歳
の
層
で

の
増
加
傾
向
を
比
較
す
る
と
、
減
少
傾
向
の

割
合
の
ほ
う
が
高
く
な
っ
て
い
て
、
若
者
が

流
出
し
て
い
る（
転
出
し
た
若
者
が
帰
っ
て
こ

な
い
）と
い
う
実
態
が
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
若
者
の
定
住
化
促
進
で
は
、

24
歳
か
ら
33
歳
ま
で
の
若
者
に
市
内
に
住
み

続
け
て
も
ら
う
と
い
う
観
点
が
必
要
で
あ
り
、

こ
れ
ら
を
年
齢
階
層
別
に
分
析
し
、
課
題
解

決
の
方
向
性
を
設
定
す
る
と
、
進
学
な
ど
で

市
外
に
転
出
し
た
24
歳
か
ら
28
歳
の
若
者
が

就
職
す
る
際
に
市
内
の
事
業
所
に
就
け
る
よ

う
に
す
る
。
ま
た
確
実
に
帰
っ
て
き
て
も
ら

う
と
い
う「
就
職
を
契
機
に
し
た
Ｕ
タ
ー
ン
の

確
保
」、
さ
ら
に
結
婚
や
子
育
て
を
し
て
い
る

29
歳
か
ら
33
歳
の
年
齢
層
が
新
た
な
住
宅
を

取
得
す
る
際
に
市
内
に
求
め
て
も
ら
う
と
い

う「
転
勤
以
外
の
転
出
の
抑
制
」と
な
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
で
は
、
平
成
18
年
度
に

実
施
し
た
市
民
意
識
調
査
や
学
生
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、
若
者
の
定
住
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な

ど
の
結
果
か
ら
導
き
出
し
た
課
題
解
決
の
方

向
性
に
基
づ
き
、
各
年
齢
階
層
が
持
つ
課
題

を
絞
り
込
み
な
が
ら
、
そ
れ
ら
に
対
応
し
た

取
り
組
み
を
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。

【
若
者
の
定
住
化
に
関
す
る
課
題
と
展
開
方
針
】

１
．就
職
を
契
機
に
し
た
Ｕ
タ
ー
ン
の
確
保（
19
歳
〜
23
歳
）

２
．就
職
を
契
機
に
し
た
Ｕ
タ
ー
ン
の
確
保
（
24
歳
〜
28
歳
）

３
．転
勤
以
外
の
転
出
の
抑
制（
29
歳
〜
33
歳
）

○
取
り
組
み
の
要
点

　

学
生
へ
の
就
職
情
報
の
提
供
と
市
内
で
の
就
職
活
動
支
援

○
重
点
的
な
基
本
事
業

　

①
就
業
情
報
の
提
供

○
展
開
方
針

　

19
歳
か
ら
23
歳
ま
で
の
年
齢
階
層
に
つ
い
て
は
、
学
生
へ
の
就
職
情
報
の
提

供
と
市
内
で
の
就
職
活
動
支
援
の
観
点
か
ら
、
若
者
に
向
け
て
ま
ち
の
情
報
や
企

業
・
就
職
情
報
の
提
供
な
ど
、
Ｕ
タ
ー
ン
の
促
進
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
展
開

し
ま
す
。

○
取
り
組
み
の
要
点

　

市
内
雇
用
を
中
心
と
し
た
雇
用
の
維
持
と
確
保

○
重
点
的
な
基
本
事
業

　

①
起
業
の
促
進　

②
企
業
誘
致
の
推
進　

③
市
内
雇
用
の
促
進

○
展
開
方
針

　

24
歳
か
ら
28
歳
ま
で
の
年
齢
階
層
に
つ
い
て
は
、
Ｕ
タ
ー
ン
の
促
進
と
合
わ
せ

て
市
内
雇
用
を
促
進
し
て
い
く
と
い
う
観
点
か
ら
、
引
き
続
き
、
地
域
で
の
雇
用

創
出
へ
の
取
り
組
み
や
企
業
誘
致
の
推
進
な
ど
、
雇
用
を
重
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
取
り
組
み
の
要
点

　

子
育
て
支
援
の
充
実
と
公
共
空
間
の
整
備
、
住
宅
取
得
の
支
援

○
重
点
的
な
基
本
事
業

　

①
子
育
て
を
支
援
す
る
環
境
の
整
備　

②
仕
事
と
家
庭（
子
育
て
）の
両
立
支
援

　

③
公
共
空
間（
公
園
、
広
場
）の
整
備
と
住
宅
環
境
の
向
上

○
展
開
方
針

　

29
歳
か
ら
33
歳
ま
で
の
年
齢
階
層
に
つ
い
て
は
、
若
者
へ
の
子
育
て
支
援
の
観

点
か
ら
、
引
き
続
き
、
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
等
に
基
づ
く
子
育
て
へ
の
負

担
軽
減
を
は
じ
め
、
相
談
・
情
報
提
供
体
制
の
充
実
、
各
種
子
育
て
支
援
策
な
ど

を
展
開
し
ま
す
。

平
成
19
年
度
の
基
本
方
針 

重
点
課
題

「
若
者
の
定
住
化
促
進
」の
実
現
に
向
け
た

                     

積
極
的
か
つ
重
点
的
な
取
り
組
み




